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教育目標：自分から正しく判断でき、豊かな心で世界へはばたく子
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寒さを吹き飛ばす熱い心で！！
ついこの前、新しい年を迎えたばかりだと思っていましたが、あっという間に二月を迎え

てしまいました。二月と言えば、三日の節分、四日に立春と暦の上ではもうすぐ春ですが、

一年で最も寒い時期でもあります。

子ども達は、寒さに負けずに運動場に出て縄跳びや鬼ごっこ、ボール運動などで元気に遊

んでいます。その姿に逞しさを感じています。

学校では、各学年一年間の総まとめ・総仕上げの学期として、四月当初に立てた学級目標・学校の教育

目標の具現・実行に向けて、子ども達と職員が心を一つにして頑張っています。

特に、最高学年である六年生にとっては小学校生活も三十数日となり、総仕上げの活動に取り組んでい

ます。通い慣れた墨俣小学校に対する感謝・お礼の気持ちを込めて、残された日々を一日一日大切に生活

しているように思われます。先月からは、そのような思いを態度で示そうと、

毎朝、登校後（始業前）に、自分たちで計画した感謝や奉仕の活動を行って

くれています。砂で汚れた昇降口・下駄箱の中の清掃、手洗い場や床の拭き

掃除など六年生全員が寒さを吹き飛ばす熱い心で頑張ってくれています。その

ような子どもの姿に、胸が熱くなります。

私たち教職員も、子どもの思いを受け止め、より豊かな心を育み、元気に巣

立って行ってくれるよう支援に努めています。

『ありがとう』と言える子・言われる子に！
「ありがたい」とは、「有り難い」と書きます。あることがめずらしい、めったにないとい

う意味だそうです。小さなことであっても、思いもよらない親切や助けを受けたとき、「そ

のありがたさ」はとても、大きく感じるものです。

そこで、墨俣小学校の皆さんがお互いにもっと、もっと「ありがとう」と言える子・言わ

れる子になってほしいと願っています。「ありがとう」には次のような意味が込められてい

ると思います。

「ありがとう」の「あ」は、あかるく、あいさつすることです。墨俣小ではよくできていると思います。

気持ちのよいあいさつや会釈が増えるということです。

「ありがとう」の「り」は、りん「凛」として、りやく（利益）にあずかることです。背筋を伸ばして、

瞳を輝かせ、めあてをもって努力すると、ご利益・よいことがあるということです。

「ありがとう」の「が」は、が「我」をすて、がんしょう（願生）することです。「いけなかった」と

反省したら、がまんできる子になってほしいということです。

「ありがとう」の「と」は、とも（友）と、とも（共）に行動することです。親切にしたり助けたり

すると助けてもられることが多いというです。

「ありがとうの「う」は、うつく（美）しく、うまれ（生）かわることです。美しい心を磨いていくと、

心もよい方に生まれ変わることです。

まず、お父さん・お母さんに「ありがとう」と言える子、先生や友だち・世話になった人に「ありが

とう」と言える子が増えることを願っています。そうすると、周りの身近な

人などから、「ありがとう」「うれしいよ」等の声が還ってくると思います。

たくさんの「ありがとう」の声が聞こえるようにしたいものです。




